
食育ボランティアを増やすことで、市民の食育が充実！ 事業実施主体：大牟田市（福岡県）

【取組の成果】【取組の内容】

福岡県

＜食育アドバイザー講座＞
食と健康づくりをテーマに、大学教授(医師)・管理栄養士・歯科衛生

士による講話、調理実習、簡単にできる運動等を実施した。
・開催回数：10月～11月、８回
・受講対象者：一般市民17名

令和５年度消費・安全対策交付金 地域での食育の推進事業

養成講座により、受講後、食育ボランティア団体（大牟田市食生活
改善推進員協議会５名、おおむた食育応援隊11名）への入会につな
がった。
〈参加者の感想〉
・食生活の見直しや料理のレパートリーが増えた。
・食事バランスや栄養に関する知識が身に付いた。

○ 大牟田市は「大牟田市健康福祉総合計画」（令和３年度～令和８年度）において、重点取組の一つに「栄養バランス
に配慮した食生活の普及（成果指標：主食・主菜・副菜をそろえて１日２回以上毎日食べる市民の割合、目標：50％（令
和元年度実績38.3％））」を掲げて、食育に関する実践力向上の取組を進めている。その中の主な事業の１つとして、食
育アドバイザー講座を実施している。

○ 令和５年度も、食生活改善推進員をはじめとする食育ボランティアを増やすことを目的として、食育アドバイザー講座
を開催した。

食育推進リーダーの育成及び活動の促進

調理実習の様子

〈バランスのとれた献立〉
・麦ご飯 ・鮭の照り焼き
・キャベツのごま酢和え
・切り干し大根のすまし汁 ・果物

【事業の目標】

① 食育推進に関わるボラン
ティアの数

  実施前102人

     ⇒実施後111人

② 産地や生産者を意識して
農林水産物・食品を選ぶ者
の割合

実施前48.0％

⇒実施後71.2％

大牟田市
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